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(百万円未満切捨て)

１．2023年12月期第１四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 6,265 7.7 △59 ― △71 ― △81 ―

2022年12月期第１四半期 5,818 ― △69 ― △83 ― 490 ―
(注)包括利益2023年12月期第１四半期 △88百万円( ―％) 2022年12月期第１四半期 △19百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第１四半期 △11.82 ―

2022年12月期第１四半期 70.86 ―
　

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を前第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年12月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、
対前年同四半期増減率は記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 16,044 5,753 35.9

2022年12月期 17,076 5,841 34.2
(参考) 自己資本 2023年12月期第１四半期 5,753百万円 2022年12月期 5,841百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2023年12月期 ―
2023年12月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,520 11.4 140 ― 130 ― 70 ― 10.11
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年12月期１Ｑ 6,929,900株 2022年12月期 6,929,900株

② 期末自己株式数 2023年12月期１Ｑ 6,434株 2022年12月期 6,434株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期１Ｑ 6,923,466株 2022年12月期１Ｑ 6,923,580株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2023年１月１日～2023年３月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の影響により経済活動は万全ではないものの、行動制限や水際対策が３年ぶりに緩和されたことなどにより、

経済活動の正常化と回復の兆しが見られました。一方で、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、エネルギー・原材料

価格の高止まりなど、先行きについては不透明な状況が続いております。

製パン業界におきましては、食料品価格の値上げが相次いだことにより、消費者の生活防衛意識や低価格志向が

強まる中で、顧客の獲得競争は一段と激しくなっており、これまで以上に厳しい経営環境が続いております。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は6,265百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ446

百万円の増収（前年同四半期7.7％増）、営業損益はDPS（Daiichi-pan Production System：第一パン生産方式）活

動の継続による生産効率の向上、原材料費の効率的運用による抑制、販売管理費では物流コストの低減に努めまし

たが、原材料価格及び電気・ガス料単価の高止まりなどにより、59百万円の損失(前年同四半期は69百万円の営業損

失)、経常損益につきましては71百万円の損失(前年同四半期は83百万円の経常損失)、親会社株主に帰属する四半期

純損益は81百万円の損失(前年同四半期は490百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間より、2022年12月末をもって横浜工場（神奈川県横浜市）を閉鎖した跡地を有効活用

することを契機に、従来、食品事業の単一セグメントから、「食品事業」、「不動産事業」の２区分に変更してお

ります。

なお、当第１四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

〈食品事業〉

主軸のテレビアニメキャラクター商品は、昨年11月のリニューアル以来、売上の伸長を継続しております。また、

プライベートブランド（PB）商品は、外食産業の復調により業務用食材パンが堅調に推移したほか、コンビニエン

スストア向け新商品やスーパーマーケット向け食パンも好調に推移しました。加えて、コロナ禍において不調が続

いていた自社ブランド（NB）商品は、主力品のリニューアル及び配荷の拡大など、本年度より刷新した販売戦略の

効果が徐々に表れてきており、売上高は前年を上回りました。一方、新領域の商品群（ロングライフ商品のパン、

OEM商品の冷凍ケーキ、冷凍ピザ生地など）については、販売アイテムの絞り込みなどにより、売上の伸長には至り

ませんでした。以上の結果、売上高は、6,224百万円（前年同期比7.7％増）、セグメント営業利益は194百万円（前

年同期比14.2％減）となりました。

〈不動産事業〉

千葉県松戸市に賃貸物件を保有しており、売上高は、40百万円（前年同期比－％）、セグメント営業利益は24百

万円（前年同期比16.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより、前連結会計年度末に比

べ1,032百万円減少し、16,044百万円となりました。負債につきましては、買掛金等の減少などにより、前連結会計

年度末に比べ943百万円減少し、10,291百万円となりました。

また、純資産は、利益剰余金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ88百万円減少し、5,753百万円となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間の業績については、売上高、利益とも当初見込みを上回る状況で推移しております

が、卵、油脂などの原材料価格の高止まりや、輸入小麦の政府売渡価格の改定など、さらに厳しい状況となること

が予想されます。なお、業績予想につきましては、2023年２月17日に公表しました業績予想を変更しておりませ

ん。
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、前事業年度（2022年１月１日～2022年12月31日）において、営業損失905百万円、経常損失544百万円、

当期純損失1,047百万円を計上しました。また、連結業績においても前連結会計年度（2022年1月１日～2022年12月

31日）において、営業損失669百万円、経常損失554百万円、親会社株主に帰属する当期純損失1,145百万円を計上し

ました。

この結果、連結財務諸表及び個別財務諸表ともに、継続して営業損失を計上しております。また、前連結会計年

度末における短期借入金及び1年内償還予定の社債の合計金額は3,443百万円であり、流動負債が流動資産を超過し

ております。

このような状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

しかしながら、以下の対策を講じており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断

しております。

当社は、従来から売上面、生産面及び販売管理費の管理面での各施策を実施してまいりましたが、前事業年度に

おいて、更なる生産性の向上と競争力の強化を図るため、事業構造再構築の一環として横浜工場（神奈川県横浜

市）を閉鎖し跡地を有効活用するために事業用定期借地権設定契約を締結いたしました。これによる関東の生産拠

点の集約効果は当事業年度から発現されます。

資金面では、前事業年度に保有株式の売却を行いました結果、1,144百万円の手許資金を調達するとともに、2023

年２月７日に主力行である株式会社みずほ銀行と総貸付極度額15億円のコミットメントライン契約（コミットメン

ト期間：2023年２月７日から2024年２月７日）を締結し、短期の運転資金枠を確保いたしました。既存の当座貸越

限度額及び証書貸付の継続についても、取引金融機関と協議を行っております。なお、主力行及び主要取引銀行に

対しては当事業年度の基本方針と改善案を説明し良好な関係と支援体制を継続しております。加えて不測の事態を

想定し保有資産の流動化等の検討も進めております。

また、従来から実施している以下の売上面、生産面及び販売管理費の管理面の施策についても継続して取り組む

ことにより、早期の通期黒字化を目指してまいります。

① 売上の拡大

売上面につきましては、本年１月に実施した組織改編により、マーケティング部門と開発部門の連携をより強

化し、NB商品の開発を磨きます。また、当社の強みであるキャラクター商品にさらに注力し、売上の増大を図っ

てまいります。

更に、グループ内のリソースを活かし、ロングライフ商品・冷凍品のジャンル、具体的には焼き菓子や冷凍ケ

ーキ、冷凍生地等の非日配商品群の開発に注力し、新たな売上の上乗せを図ってまいります。

企業努力では吸収しきれない原材料費及び製造経費の上昇等に対しては、価格改定を行い収益性の改善に努め

てまいります。

② 生産性の向上

生産面につきましては、DPS（Daiichi-pan Production System:第一パン生産方式）活動の継続による品質の安

定化と生産効率の改善並びに新規投資を行うことで生産性を上げ、労務費等の削減を図ってまいります。

③ 販売管理費の管理面のコスト削減

広告宣伝費、出張費、会議費及び交際費の削減、支払手数料などの見直しについては、継続的に実施してまい

ります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,170 2,138

受取手形及び売掛金 3,622 2,773

商品及び製品 80 130

仕掛品 31 24

原材料及び貯蔵品 384 297

未収入金 84 71

その他 89 98

貸倒引当金 △15 －

流動資産合計 6,446 5,535

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,194 2,163

機械装置及び運搬具（純額） 2,636 2,587

工具、器具及び備品（純額） 104 101

土地 5,366 5,366

リース資産（純額） 143 129

建設仮勘定 19 12

有形固定資産合計 10,464 10,359

無形固定資産 52 47

投資その他の資産

投資有価証券 30 32

その他 82 69

投資その他の資産合計 112 101

固定資産合計 10,629 10,509

資産合計 17,076 16,044
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,747 1,055

短期借入金 3,400 3,800

1年内償還予定の社債 43 28

リース債務 46 36

未払消費税等 44 93

未払費用 1,284 1,053

未払法人税等 63 24

賞与引当金 48 149

事業構造改善引当金 517 289

その他 449 230

流動負債合計 7,646 6,762

固定負債

社債 42 42

リース債務 44 38

繰延税金負債 576 575

退職給付に係る負債 2,175 2,142

長期割賦未払金 172 159

長期預り金 381 375

事業構造改善引当金 100 100

資産除去債務 94 94

固定負債合計 3,588 3,529

負債合計 11,234 10,291

純資産の部

株主資本

資本金 3,305 3,305

資本剰余金 3,658 3,658

利益剰余金 △1,277 △1,359

自己株式 △9 △9

株主資本合計 5,676 5,594

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △0 △1

退職給付に係る調整累計額 165 159

その他の包括利益累計額合計 164 158

純資産合計 5,841 5,753

負債純資産合計 17,076 16,044

　



第一屋製パン株式会社(2215) 2023年12月期 第１四半期決算短信

6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 5,818 6,265

売上原価 4,315 4,766

売上総利益 1,502 1,499

販売費及び一般管理費 1,572 1,558

営業損失（△） △69 △59

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

その他 7 16

営業外収益合計 8 16

営業外費用

支払利息 7 7

その他 15 20

営業外費用合計 22 27

経常損失（△） △83 △71

特別利益

投資有価証券売却益 694 －

特別利益合計 694 －

特別損失

投資有価証券売却損 2 －

特別損失合計 2 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

608 △71

法人税、住民税及び事業税 120 13

法人税等調整額 △2 △3

法人税等合計 117 10

四半期純利益又は四半期純損失（△） 490 △81

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

490 △81
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 490 △81

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △511 △0

退職給付に係る調整額 1 △6

その他の包括利益合計 △509 △6

四半期包括利益 △19 △88

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △19 △88
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用)

当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しておりま

す。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を

適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務対応報告

第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用

に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。これによる、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(不動産事業に係る収益及び費用等の処理方法)

当グループは、これまで食品事業の本業外の事業（営業外）として外部に賃貸していた不動産について、2022年

12月末をもって横浜工場（神奈川県横浜市）を閉鎖した跡地を有効活用することを契機に、新たに不動産事業を専

業として行う事業部を設置し、当第１四半期連結会計期間より本業として運営することといたしました。

この変更に伴い、賃貸に係る損益について、従来、「賃貸収入」を営業外収益、賃貸固定資産に係る「賃貸費

用」（減価償却費、租税公課等）は営業外費用とする方法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より

「賃貸収入」を売上高、「賃貸費用」を売上原価に計上する方法に変更しております。

なお、連結貸借対照表上、従来、投資その他の資産に含めて計上しておりました「賃貸固定資産」は、当第１四

半期連結会計期間より有形固定資産の「建物及び構築物」、「工具、器具及び備品」及び「土地」に含めて表示し

ております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用前と比べ、前第１四半期連結累計期間の売上高は40百

万円、売上総利益は31百万円、営業利益は31百万円それぞれ増加しております。

また、前連結会計年度末の投資その他の資産の「賃貸固定資産」は3,129百万円減少、有形固定資産の「建物及び

構築物」、「工具、器具及び備品」及び「土地」は同額増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)食品事業 不動産事業 計

売上高

パン部門 4,318 ― 4,318 ― 4,318

和洋菓子部門 921 ― 921 ― 921

その他 538 40 579 ― 579

顧客との契約から生じる収益 5,778 40 5,818 ― 5,818

外部顧客への売上高 5,778 40 5,818 ― 5,818

セグメント間の内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ―

計 5,778 40 5,818 ― 5,818

セグメント利益又は損失(△) 227 29 256 △326 △69

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△326百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務、経理部門等に係る一

般管理費です。

　 ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)食品事業 不動産事業 計

売上高

パン部門 4,639 ― 4,639 ― 4,639

和洋菓子部門 958 ― 958 ― 958

その他 626 40 667 ― 667

顧客との契約から生じる収益 6,224 40 6,265 ― 6,265

外部顧客への売上高 6,224 40 6,265 ― 6,265

セグメント間の内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ―

計 6,224 40 6,265 ― 6,265

セグメント利益又は損失(△) 194 24 219 △279 △59

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△279百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務、経理部門等に係る一

般管理費です。

　 ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当グループは、従来、「食品事業」の単一セグメントとしておりましたが、当第１四半期連結会計期間より

報告セグメントを「食品事業」及び「不動産事業」に変更しております。これは、横浜工場（神奈川県横浜

市）を閉鎖した跡地を有効活用することを契機に、不動産事業として運営するものであります。この変更に伴

い、会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より、不動産事業に係る収益及び費用等の処

理方法に係る会計方針の変更を行っております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の算定方法により作

成したものを記載しております。

　


